
仮定と結論－１ 
 
 
☆『仮定と結論』 
 
   あることがらが、「○○○ならば、△△△である」という形で表されるとき、 
   「○○○」の部分を『仮定』，「△△△」の部分を『結論』という。 
   つまり、始めに与えられている条件が『仮定』で、最終的に言いたいことが『結論』ということになる。 
 
 
 
「次の文の『仮定』部分に   線を，『結論』部分に～～～線を引きなさい。」 
 
☆「三角形ＡＢＣと三角形ＤＥＦにおいて、辺ＡＢと辺ＤＥ、辺ＢＣと辺ＥＦ、角Ｂと角Ｅがそれぞれ等しい

とき、三角形ＡＢＣと三角形ＤＥＦは合同である。」 

 
 
 
 
 
 
 

 
１，次の文の『仮定』部分に   線を，『結論』部分に～～～線を引きなさい。 

① 点Ａ，Ｂを通って線分ABに垂直に引いた２直線と、線分ＡＢの中点Mを通る直線との交点をそれぞれＣ，

Dとするとき、線分ＣＭと線分ＤＭの長さは等しくなる。 
 
 
 
 
 
 
 
② 三角形ＡＢＣの辺ＡＣの中点をMとし、Mを通って辺ＡＢ，ＢＣに平行に引いた直線が辺ＢＣ，ＡＢと交

わる点をそれぞれL，Nとすると、三角形ＡNMと三角形ＭＬＣは合同である。 
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